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校内研修計画
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題

かかわり合い 。深め合いながら、自らを高め続ける児童・生徒の育成
～確かな言語能力を育成する国語科教育を通して～

研
修

の
経
過

。
主
題
設
定

の
理
由

1)研修の経過
少子高齢社会、科学技術の発展やグローバル化等により、子どもたちを取り巻く社会環境が著しく変化 している。人工知
の進化等により、近い将来には現在人間が行つている様々な仕事が機械に代替されると言われている。そのような社会に
いて、これから子どもたちに必要とされるのは、自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動 し、

昨年度の研修では、国語科の授業改善を重点項目として、「児童の関心意欲をかきたてる学習r‐具題の設定」「児童の考え

を深め、広げる第 2次の学習の展開の工夫J「振り返りの場の設定の工夫」の3つの視点で取り組んだ。単元でつけたい表現
力を明確にした単元構成を工夫することで、児童の表現意欲や表現力を高めることができた。 また、

「岩国市小中一貫教育
に係る確かな学力推進研究事業」の指定校を受け、総合的な学習の時間や学習規律などで小中一貫のカリキュラムを作るこ

とができた。

(2)主題設定の理由
昨年度までの課題 として、小中一貫校として「発問の工夫Jと いう共通課題で取り組んだが、各小中学校での研究内容と
なり、同一の視点での取組 とはなつていないことがあつた。今年度は、各小中学校の課題である「言語能力の育成」を小中

合同の研究主題 として取り組みたい。
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主題に迫るために,以下の仮説を立てて,検証していきたい。
<仮説>
9年間の系統的な言語能力育成カリキュラムを生かした授業に取り組むことで、読解力 ,表現力を高めることができるであ

ろう。

<研究内容 >
0 9年間の系統的な言語能力育成カリキュラムを作成する。
O 国語科において、つけたい言語能力を明確にした革元構成を考える。
0 3つ の視点で授業改善を図る。
。考えを広げたり、深めたりする発間の工夫
。対話を通 して考えを深める場の工夫
。着実に矢口識 。技能を定着させる振 り返りの工夫
○ 先進校の視察と復伝を通 して、研究の深化を図る。
O 美和中学校、美和東小学校の教員とカリキュラム作成、教材研究等をする。
○ 児童生徒の交流等、異年齢交流による言語能力向上の効果を評価する。

言語能力の育成
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(3学期)
１

１

２

／
／
／

(2学期 )
9/25 指導案検討 (発表資料作成 )

発表会準備 (3年、5年 )
小中一貫に係る確かな学力推進研究事業発表会
研究発表会の振り返りと復伝研修
人権教育 (い じめ)

９

３

７

９

２

２

２

０

０

１

１

言語能力育成カリキュラム等、小中一貫カリキュラムの見直し
研究紀要作成

今年度反省と次年度の研修について

５

９

２

【研修内容】
(1学期)
5/29  研究主題の共通理解 研修計画
6/12  9年 間の言語能力育成カノキュラム検討
6/28  指導案検討
7/10  研究授業

(夏期休業中)
7/22  人権教育研修 特別支援教育 綱紀保持研修
7/23  情報教育年間指導計画作成 ICT実技研修
7/24  外国語研修 モジュール作成
7/25  美和授業スタンダード研修 指導案検討
8/21  小中合同研修会



R元年度 研究の経過
日イこち 研修内容

4/3(水 ) 校内研修 プロジェク ト会議 「1年間の取組の計画」
5/29(水 ) 校内研修  「R元年度研究主題について」

小中一貢教育研究推進委員会 (5/28)の 復伝
6/12(水 ) 校内の 3部会で 9年間のカリキュラムを検討

小中連携教育研修会 (会場 :美和中学校 )

6/20(木 ) 小中連携教育研修会会場 :美和中学校 )

授業公開 。3部会で 9年間のカリキュラムを検討
6/28(水 ) 校内研修 指導案検討
7/10(水 ) 校内研修 授業研究・研究協議

☆研究授業 1年生 (藤井教諭)
7/22(月 ) 校内研修 情報教育研修

綱紀保持研修

7/23(火 ) 校内研修 特別支援研修
総合的な学習の時間の年間計画

7/24(水 ) 校内研修 人権教育研修

7/25(木 ) 校内研修 フラッシュカー ド作成 3部会カリキュラム検討
8/21(水 ) 小中連携教育研究会 (会場 :ハーモニー美和 )

3部会のカリキュラムの完成及び共通実践すべき重点項目の協議
8/29(水 ) 校内研修 指導案検討
10/9(水 ) 校内研修 指導案検討
10/29(水 ) 小中一貫教育に係る確かな学力推進研究事業発表会

★研究授業 3年生 (永冨教諭 )
★研究授業 5年生 (西本教諭 )

11/13(アよく) 校内研修 土堂小研究発表会視察の振 り返 り
1/14(水 )～

1/28 (火 )

交換授業 全学年

1/15(刻K) 校内研修 指導案検討
1/29(水 ) 校内研修 授業研究 。研究協議

★研究授業 2年生 (池田教諭 )
2/12(水 ) 校内研修  「来年度の研究主題について」

「モジュール学習 。公開授業・交換授業の振 り返 り」

2/25(ク() 小中連携教育研修会 (会場 :美和東小学校)
「来年度の研究主題・部会別協議」

3/23(月 ) 校内研修 モジュール学習の模擬授業
プロジェク ト会議 「1年間の振 り返 り」



第 1学年国語科学習指導案

令和元年 7月 10日 (水 ) 5校 時

場  所  1年  教室

指導者  藤井  昭則

1 単元名

教材名

研究主題

かかわ り合い,深 め合いながら, 自らを高め続ける児童の育成
～確かな言語能力を育成する国語科教育を通 して～

おはなしをよんで, じんぶつのようすをそうぞ うして,げ きをしよう。
「おおきなかぶ」 (東京書籍 1年・上 )

2言 語活動 とその特徴
本単元では,第 1学年及び第 2学年 「C 読むこと」の言語活動例 「イ 読み聞かせを聞
いた り物語を読んだ りして,内容や感想などを伝え合つた り,演 じた りする活動。」を受けて ,

「おおきなかぶを読んで,登場人物の様子を想像 して,劇 をする。」ことを主たる言語活動 と

して位置づけた。 ここで行 う劇 とは,音読 と動作化を意味 している。 この物語は 6つ の場面
か ら構成 され ,場面が進むごとに 1人ずつ加わってかぶを引つ張るとい う展開は音読や動作
化に適 してお り,事柄の順序をわか りやす くおさえることができると考える。 このことによ
り,本単元でね らう「C 読む こと」の指導事項 「工 場面の様子に着 目して,登場人物の
行動を具体的に想像すること。」が実現できると考えた。

また,劇 をした後で,登 場人物の行動や心情などを伝 え合つた り,感想 を述べ合つた りす
ることで ,「 A 話すこと・聞くこと」の指導事項 「工 話 し手が知 らせたいことや 自分が聞
きたいことを落 とさないよ うに集 中して聞き,話の内容を提えて感想をもつこと。」も実現で

きると考えた。

3 単元について
(1)児 童観

本学級の児童は,読み聞かせが好きであ り,本 を一緒に見て語 り合 うなど,楽 しん

で読書をしている。 5月 に「あめですよ」や「とん とことん」で,絵 と文章を結んでお

話の大体をつかむことや ,音読 しなが らお話のおもしろさを味わ うことを学習 してき
た。また, 6月 に 「ぶんをつ くろ う」「どうやつてみをまもるのかな」などで,主語・

述語を意識 して文を読み書きする学習をしてきた。言葉をもとに場面の様子を想像 し,

言葉で表現できる児童がいるが,書かれていることか ら離れて場面の様子を気ままに

思い浮かべて しま う児童や ,内 容や感想を言葉で表現することができない児童 も見ら

れ る。そのため,言葉 をもとに して場面の様子を明確に捉 える力や分かつたこと・感
じたことを表現する力の向上を図つていく必要がある。

(2)教 材観
本教材は,登 場人物の行動 と会話のみで書かれてお り,人 物が増える度に場面が展

開 してい くため, 1年 生でも場面の様子が とらえやすいと思われる。登場人物の心情



は書かれていないため,そ こを想像 して読む楽 しさもある。「うんとこしょ,ど っこい

しょ。」とい うかけ声や ,「・・・が・・・をひつぱって」とい う繰 り返 しの表現が リズ

ムをつ くり出 してお り,音読の楽 しさを実感することができると考える。繰 り返 され
る言葉の意味の変化に着 日し,場面の様子を明確に捉える力を高めていく上で適 した

教材であ り,本 単元の学習を通 して,児 童は言葉をもとに場面の様子に着 目して人物
の行動について想像 を広げる読み方を学ぶことができると考える。

(3)指 導観
O音読発表会や並行読書のや り方を知 らせ ,学習計画を提示することで ,見通 しをも
つて学習ができるようにする。

○単元を通 して音読や劇 を行い,登 場人物の行動を目に見える形で表現 させること
で,場面の様子や登場人物の行動など,内 容の大体を捉えることができるように
す る。

○劇の後 ,演 じた児童 と見た児童同士でわかったことや感想 を共有することができ
るようにする。

O表現の順序や繰 り返 しに着 目させ ることで,物 語の読み方を理解できるようにす
る。

O一人学びの時間を確保 し,ワ ークシー トに自分の考えを書 くことができるように
す る。書かれていないことを想像す ることが難 しい児童には,い くつかの選択肢の

中か ら一番 よい と思 うものを選ばせ るようにする。

4 単元の指導 目標
○物語の中の主語 と述語の関係に注意 して読んだ り,書いた りすることができる。

(言葉の特徴や使い方に関す る事項 (1)― 力 )
○劇 を した り文章を読んだ りして,感 じたことや分かつたことを交流することができる。

(A 話す こと 。聞 くこと (1)一 工 )
O場面の様子に着 目して,登場人物の行動を具体的に想像することができる。
(C 読む こと 工 )
○物語の表現のおもしろさを感 じるとともに,思いを伝 えようとしている。  (学 びに

向か う力 ,人間性 )

5 単元の評価規準
知識・ 技能 思考・判断 。表現 主体的に学習に取 り組む態

度

・音読や劇 を通 して,主語
や述語 の関係 に気付 いて

い る。

(1)― カ

。劇の後,演 じた児童 と見
た児童同士で感想を述べ

ている。

(話・聞工 )

。場面の様子に着 目して登

場人物の行動を想像 し,

劇で演 じている。

(読工 )

・登場人物の出て くる順の

おもしろさや ,繰 り返 し

出てくる表現などを楽 し

みなが ら,音 読 した り,

劇 をした りして,思 いや

考えを伝えようとしてい

る。



6単 元の指導計画 (全 10時 間扱い )
次 時 主な活動 評価 評価規準 評価の

方法

知 思 学

第

次

1 ○ 「おおきなかぶ」の好き

なところをグループで音

読発表会をす るとい う学

習の見通 しを持つ。

O第 10時の活動を見通 し
て,興味のある本を並行
して読み進める。

O

○ ・音読発表会に興味を持ち、

これからの学習に意欲的に

取 り組 もうとしている。

・場面や登場人物の様子に着

目しながら,大 体の内容を

提えている。

観察

発表

第

次

2 ○劇をするときに必要な役

を考え

ることを通 して,会 話文

や地の文,語 り手につい

て理解する。

O ・劇をするにはどんな役が必

要かを考えることができ

る。

観察

発表

3 01・ 2・ 3場面を読み ,
お じいさんを演 じた り,

感想を伝えた りして,音

読を工夫す る。

○ ○ ・ お じい さんの行動 を具体的

に想像 し音読 を工夫 してい

る。

・ 主語 と述語 の関係 に気付 い

ている。

観察

発表

4 ○お じいさんがおばあさん

を呼びに行つて,一緒に

かぶを引っ張る場面を読

み,登 場人物 を演 じた

り,感想 を伝 えた りし

て,音読を工夫する。

○ ○ ・動作化を通 して,登場人物
の行動を具体的に想像 し,

音読を工夫 している。

・主語 と述語の関係に気付い

ている。

観察

発表

5 ○おばあさんが孫を呼びに

行つて 3人 でかぶを引つ

張る場面を読み ,登 場人

物を演 じた り,感想を伝
えた りして,音読を工夫

する。

○ ○ ・ 動作化 を通 して ,登場人物
の行動 を具体的 に想像 し ,

音読 を工夫 してい る。

・ 主語 と述語 の関係 に気付 い

てい る。

観察

発表

6 O孫 が犬を呼びに行って ,
4人 で一緒にかぶを引つ

張る場面を読み ,登 場人

物を演 じた り,感想を伝
えた りして,音読を正夫

する。

○ O ・動作化を通 して,登場人物
の行動を具体的に想像 し,

音読を工夫 している。

・主語 と述語の関係に気付い

ている。

観察

発表



7 ○犬が猫を呼びに行つて ,

5人 で一緒にかぶを引つ

張る場面を読み,登 場人

物を演 じた り,感想 を伝
えた りして,音読を工夫
する。

O O ・動作化を通 して,登 場人物
の行動を具体的に想像 し,

音読を工夫 している。

。主語 と述語の関係に気付い

ている。

観察

発表

8 O猫がねずみを呼びに行つ

て, 6人で一緒にかぶを

引つ張る場面を読み,登
場人物を演 じた り,感想
を伝えた りして,音読を
工夫する。

O ○ ・動作化を通 して,登場人物
の行動を具体的に想像 し,

音読を工夫 している。

・主語 と述語の関係 に気付い

ている。

観察

発表

第

次

9 ○好きなところを選んで ,

役割を分けて読んだ り,

動作を取 り入れて読んだ

りする。

O ・音読発表会で好きなところ

を工夫 して音読 している。

発 表

10 O自 分が選んだ本の好きな

ところを音読 して紹介 し

合 う。

O ・ 自分が選んだ本の好きなと

ころを分か りやす く友達に

紹介 した り、友達の紹介を

興味を持って聞いた りして

いる。

発 表



7 本時の指導 (7/10時 )

(1)本 時のね らい

犬 とお じい さんが何 と言つたかを話 し合 うことを通 して,音 読 を工夫す ることがで きる。
(2)準 備物   挿絵 (掲示用 ), ワー クシー ト
(3)本 時の展 開
過

程
学習活動 。内容 予想 される児童の反応 ○指導上の留意点 ☆評価

つ

か

む

１０

分

　

／

深

め

る

　

２５

分

／

　

高

め

る

１０

分

1 前時までの学習を振 り返 り,本時の
学習を確認す る。

。前時にお じいさんが言つたこと

2 本時場面を音読する。
。それぞれの登場人物が したこと

3 犬が猫 を呼びに行つた時の様子を役

割演技することで,犬は何 と言つたか

を考える。

【予想 され る児童の反応】

・いつ もきみ とけんかをするけど,今
日は手伝ってよ。

。かぶを食べ られるか ら,力 を合わせ

てよ。

。みんなが困つているから,助 けて

よ。

4 かぶを引つ張る動作化を通 して,お
じい さんが何 と言つたかを考える。

予想 され る児童の反応】

・ 5人 でやつても抜けない。
。次はだれを呼んでこようかな。

・みんなの力をもつと出さない とぬけ

そ うにない。

5 本時の学習で分かつたことを振 り返
り,ま とめの劇 をす る。
。「うん とこしょ。 どつこい しょ。」

は, 5人 の声をそろえて大きい声で

読むこと

○ 前時の学習の最後に書いた,お じいさん
が言つたことについての吹き出 しの内容を

紹介 し,お じい さんの言つたことを想起 さ

せる。

○ だれが何をしたかを確認することで、主
語 と述語の関係 を提えられるようにす る。

☆ 主語 と述語の関係 に気付 くことができた
か。 (発 表 )

○ 教師が猫の役をして,「 だれが育てたか
ぶなの。」「どんな大きさのかぶなの。」「何

人で引いたの。」の 3点 を聞き返 し,今 ま

での展開を順序よく捉えられるようにす

る。

○  「普通は,犬 と猫は仲がよくないですよ
ね。」と揺 さぶる問いをし,ペ アで考えさ

せ ,ワ ークシー トの犬の吹き出しに記入 さ

せる。

0 5人 でかぶを引つ張る様子を動作化 さ
せ ,気持ちを 1つ に して引つ張っている様

子を捉えることができるようにす る。

○ 演 じた児童 と見た児童で気づきを発表 さ
せ ,感 じたことを共有できるようにする。
○ ワークシー トの吹き出 しにお じいさんが
言つたことを想像 して記入 させる。

○ 本時に読み深めたことを振 り返 り,「 う
んとこしょ。 どつこい しょ。」を工夫 して

読むことができるようにする。

☆ 登場人物の行動を具体的に想像 し,音 読
を工夫することができたか。 (観察 )

いぬ とお じいさんは , なん といったので しょうか。

」



8 考察
(1)考 えを広げた り、深めた りする発間の工夫
【成果】

。自分の考えを持って発表できるようにするために、ワークシー トに登場人物の言葉を

想像 して記入す る時に、困 り感のある児童に ヒン トカー ドを渡 した。その ヒン トの中

か ら自分で考えを選んで発表す ることができたので、児童は達成感 を味わ うことがで

きた。

【課題】

。犬 と猫は、仲がよくないのに助 け合っていた。「そ うまで して力を合わせてかぶを抜き

たい。」 とい う強い気持ちがあることに気づ くことができなかった。「どうして仲がよ

くないのに、犬は猫を連れて くるので しょうか。」 と発問す る等の工夫が必要だつた。

・犬と猫の話をした後で、犬とお じいさんは、何 と言つたのかとい う流れになったので、

児童が戸惑つていた。全体の流れを説明 した後でめあてを書くなど、児童がこの時間

の「めあて」に向か う手立てが必要だつた。

(2)対話を通 して考えを深める場の工夫
【成果】

・動作化 して姑話する場面では、思つていることを相手に伝わるように説明することが

できていた。また、犬が猫にお願いするときに、質問を変えた り、答えを変えた りす

る工夫が見られた。

・動作化 した側 と見る側の感想、ア ドバイスの観点を印刷 して、常に確認することで、

自分の考えを持たせて発表することができた。

【課題】

。発表内容を板書 した所にネーム板を付けると、「OOさ んと同じで (違 つて)～です。」
とい う発表の仕方につなが り、考えが深まったのではないかと思 う。

・児童の意見や動作 を教師が見取 り、「どこがよかった

と思いますか。」、「どこが違いま したか。」と振 り返 ら

させ る声かけを行い、出てきた意見を教師がつなげて

いくと、児童の考 えを深めることができた と思 う。

(3)着実に知識 日技能を定着させる振り返りの工夫
【成果】

・振 り返 りで、もう一度動作化す る際に、 1グループは、「声の大きさをそろえて読む」
ことが深まっていたので、動作化が読みを深 める手段 として役立った と思 う。

【課題】

・ 2回 目の役割演技が「うん とこしょ。どっこい しょ。」の部分が工夫 して読めていなか

つたグループもあつたので、声や姿勢等の音読を工夫す る声かけをするとよかつた。

・教室掲示の中に、今回の児童の意見をプラス して記入 してい くとよかつた。振 り返つ

た り、次の時間につなげた りす ることに役立つ と思つた。



第 2学年国語科学習指導案

令和 2年 1月 29日 (水) 5校 時
場 所  2年 教室
指導者 池田 康成

1 単元名
教材名

研究主題

かかわり合い、深め合いながら、自らを高め続ける児童の育成

～確かな言語能力を育成する国語科教育を通して～

大事な言葉や文を読み取つて、文章を書こう

「あなのやくわり」 (東京書籍 2年 )

2 研究主題 との関連
本単元では、第 1学年及び第 2学年「C 読むこと」の言語活動例「ア 事物の仕組みを説明し
た文章などを読み、分かつたことや考えたことを述べる活動。」を受けて、「読み取つたことをもと

にして、身近にある『あなのやくわり』について考え、説明する文章を書く。」ことを主たる言語活

動として位置づけられている。身近にある物が本教材の中で取り上げられており、児童は自分の経

験と結び付けて穴の役割を読み取つたり、考えを広げたりする。そのためには、大事な言葉や文を

見付ける力が必要になる。このことにより、本革元でねらう「C 読むこと」の指導事項 「ウ 文
章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと。」と「オ 文章の内容と自分の体験とを結び付けて、
感想をもつこと。」が実現できると考えた。

また、本教材を読み終わつた後に、身近にある穴の役害1について調べたことを「始め」「中」「終

わり」の 3つの構成にまとめ、説明する文章を書いていく。そのことで、「B 書くこと」の指導事
項「イ 自分の思いや考えが明確になるように、事柄の)贋序に沿つて簡単な構成を考えること。」も
実現できると考えた。

3 指導の立場
(1)児童観

本学級の児童は、説明文の内容の読み取りに意欲的である。 5月 の「たんぽぽ」の学習では、

事柄や時間の順序に気を付けて読み、たんぼぽの花や根などの特徴について正しく読み取ること

ができた。しかし、 11月 の 「ビーバーの大工事」では、大事な言葉や文を探す学習について行
つてきたが、意図した文ではなく他の文に着目するなど、重要な部分を見つけられていない児童

が見られる等の課題もある。また、事柄や時間の

'買

序に気を付けて読む力を活用しながら、文章

の内容と自分の経験とを結び付けて読む経験はまだ十分でない。そのため、大事な言葉や文を見

付けながら教材文を読み、読み取つたことと自分の経験を結び付けながら自分の考えをまとめて

いく力を身に付けていくことが必要である。

(2)教材観

本教材は、身近にある穴のあいている物に目を向けさせ、その大の役割を問いかけ、説明して

いる文章である。文章は大きく「始め」「中」「終わり」に分けられ、「中」では 4つの事例を挙げ

ている。また、事例を説明する)贋序が、「穴があいている物や穴の位置、大きさ」、「穴の役割」、



「詳しい説明」になり、児童が手がかりにしやすいものとなつている。「穴の役割」については、

まずその目的から、「何のためにそうなっているのか」ということが述べられ、その後の詳しい説

明で、「なぜそうするのか」ということが述べられている。よつて児童が大事な言葉や文を探すこ

とに適した教材であるといえる。

(3)指導観

そこで、指導にあたっては、以下の点に留意したい。

○穴の役割や穴があいている理由などを板書に図で整理することで、事柄の順序を視覚的に捉え

ることができるようイこする。

Oワークシー トを生かして文章の構成を読み取るとともに文章を書くときの手助けとする。

○単元を通して、読み取つた内容を整理したものを教室内に掲示していくことで、常時振り返っ

たり、他の穴の役割と比較したりしながら、考えられるようにする。

○ 「～ための」や接続詞、指示語に着目させ、本文に傍線を引くことで大事な言葉や文に意識さ

せる。

4 単元の指導 目標
○主語と述語の照応関係に注意して、つながりのよい文章を書くことができる。

【言葉の特徴や使い方に関する事項―力】

○穴の位置や穴があいている理由などについて、大事な言葉や文を見つけながら読むことができ

る。

【C 読むこと (1)一ウ】
○文章の内容と自分の経験を結び付けながら読み、穴の役割についての自分の考えをまとめて発

表することができる。

【C 読むこと (1)一オ】
○穴の役割について考えたことを、事柄の順序に沿つて簡単な構成を考えて書くことができる。

【B 書くこと (1)一イ】
○説明する文章を書くことに意欲的に取り組もうとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

5 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・主語と述語の照応関係に気

をつけて穴の役割を説明す

る文章を書いている。

(1)― カ

。穴があいている理由について、

大事な言葉や文を見つけながら

読んでいる。

(読力)

。身の回りにある穴の役割を考

え、構成や事柄の順序を考えて

文章に書いている。

(書イ)

・穴の役割について説明する文

章を書くことに、積極的に取

り組もうとしている。



6 指導計画 (全 14時間扱い)
次 時

学習活動
指導上の留意点 (。 )

言語活動の充実のための指導 (Θ )

評価規準

【観′煮】〔方法〕

第

次

1 身の回りの穴の役割

について考え、説明

する文章を書くとい

うこと知 り,見通 し

をもつ。

。身の回りの穴について紹介し、予想

や疑間を持たせ、学習に対する意

欲付けを行う。

【主】身の回りにある穴

のあいている物に関心を

持ち、穴の役割について

考えようとしている。

〔発言 。行動観察〕

2 ・教材文を「始め」「中」

「終わり」の 3つに

分け、大体の内容を

提える。

。まず「夕台め」と「終わり」を確かめ,

その上で「中」に書いてあることを

提えさせる。

【読】教材文を読んで、大

体の内容をつかみ、「夕台

め」「中」「終わり」の構成

を捉えている。

〔ノー ト・発言〕

3 。50円 玉の穴の役割

を読み取 り、穴があ

いている理由を考え

る。

。1文目では穴のあいている物とそ

の位置、2文 目では穴の役割、3文

目以降では詳しい説明が述べられ

ていることを確かめ、説明の仕方

を提えさせる。

Θ「～のためのあな」という表現に着

目させ、穴の役割を正しく捉えさ

せる。

【読】 50円玉に穴があ
いている理由について、

大事な言葉や文を見つけ

ながら読んでいる。

〔発言・プリント〕

4 。プラグの穴の役割を

読み取 り、穴があい

てい る理 由 を考 え

る。

・説明の順序を確かめ、説明の仕方を

捉えさせる。

Θ「～のためのあな」という表現に着

目させ、穴の役割を正 しく捉えさ

せる。

【読】プラグに穴があい

ている理由について、大

事な言葉や文を見つけな

がら読んでいる。

〔発言・プリント〕

5 ・植木鉢の穴の役割を

読み取 り、大があい

てい る理 由を考 え

る。

。説明の順序を確かめ、説明の仕方を

提えさせる。

e「～のためのあな」という表現に着

目させ、大の役割を正しく捉えさ

せる。

【読】植木鉢に穴があい

ている理由について、大

事な言葉や文を見つけな

がら読んでいる。

〔発言 。プリント〕

第

一
一
次

６

（本
時
〉

。しょうゆ差しの穴の

役割を読み取り、穴

があいている理由を

考える。

・説明の順序を確かめ、説明の仕方を

提えさせる。

Θ「～のためのあな」という表現に着

目させ、 2つの大の役割を正しく

捉えさせる。

【読】 しょうゆ差 しに 2

つ穴があいている理由に

ついて、大事な言葉や文

を見つけながら読んでい

る。

〔発言・プリン ト〕



第

一
一
次

7 。自分の経験 と結び付

けながら、書かれて

いることを確かめ、

感想を伝え合 う。

。「始め」「中」「終わり」の文章構成

を確かめ、「中」に書かれた穴の事

例を、自分の経験と結び付けなが

ら捉えさせる。

Θ教材文を読んで考えたことだけで

なくもつと知りたいと思つたこと

なども伝え合わせる。

【読】教材文に書かれて

いることを自分の経験と

結び付けて考えながら読

み、感想を伝え合ってい

る。

〔発言 。ノー ト〕

８

　

９

。身の回りにある穴の

役割について調べ、

文章に書くことを整

理する。

・事前に穴があいているいろいろな

物についての資料を作成 してお

く。

・文章に取り上げたい物について、ど

んな物か、どこに大があいている

か、その穴の役害1は何か、詳しい説

明を整理させる。

【読】教材文を読んで考

えたことをもとに、身の

回りにある穴の役割を考

えている。

〔ノート・発言〕

10

11

12

。穴のあいている物に

ついて説明する文章

を書く。

。「中」の事例部分での説明の順序を

確かめさせ、自分で文章を書く際

にも活用できるようにさせる。

Θ書いた文章を互いに読み合い、よ

いところや直すともつとよくなる

点などを伝え合わせる。

【書】身の回りにある穴

のあいている物 につい

て、その穴の役割を考え、

構成や事柄の順序を考え

て文章に書いている。

〔書いた文章〕

【言】主語と述語 との照

応関係に注意して、つな

がりのよい文章を書いて

いる。

〔書いた文章〕

13 ・書いた文章を学級で

紹介し合 う。

Θ発想や日の付け所の面白さ、穴の

役割や、穴があいている理由が分

かリミつすく書かれているかどうか

など、評価 し合 う具体的な観点を

示す。

【読】身の回りにある穴

について自分の考えをま

とめ、発表し合っている。

〔発言〕

第

一二

次

14 ・学習を振り返って、分

かつたことや身につ

いたことを確かめる。

・教材文の内容や説明の仕方に関す

る感想を改めて考えさせ、自由に発

表させる。

Θ教材文を読んで学んだことを生か

して、身の回りの物について説明の

文章を書いた経験の感想を発表さ

せる。

【読】単元の学習を振り返

り、分かつたことや身につ

いたことを確かめている。

〔ノート・発言〕



7 本時の指導
(1)目標

(2)準備

(3)展開

大事な言葉や文を見つけたり、ワークシー トにまとめたりする活動を通して、しょ

うゆ差しに 2つの穴がある理由を読み取ることができる。

学習計画表 ワークシー ト しょうゅ差し

過

程
学習活動 。内容  予想される児童の反応

教師の働きかけ(O)

言語活動充実のための指導 (Θ) ◆評価

しょうゆさしはなぜ 2つのあながあいているのだろう。

つ

か

む

５

分

　

／

つ

な

げ

る

　

３０

分

／

振

り

返

る

　

１０

分

1 前時の内容について振り返り、しょうゆ差
しの書かれている⑤段落を音読する。

しようゆ差 しの穴の役割を読み取る。

・穴のあいている物

・ 2つの大のそれぞれの役割

【予想される児童の反応】
。しょうゆ差しには 2つの穴があいていま
す。
・ 1つはしょうゆを出すためで、もう1つは、
空気を入れるためです。

3 しょうゆ差 しの穴があいている理由を考え
る。

・理由の詳 しい説明

【予想される児童の反応】
。しょうゆは、空気の力で押されて出てくる
からです。
。あなが 1つ しかないとしょうゆを押し出す
空気が入らないので、しょうゆがでなくな
つてしまうからです。

4 説明の仕方を確かめ、本時の学習を振り返
る。

。4つの事例の説明についての振 り返り

2

」

ｒ

‥
！

Ｉ

Ｉ
！

」

○学習計画表から、本時の学習課題を確認させ

る。

O前時までと違い、 2つの穴の役割について述
べていることを押さえる。

Θこれまでの事例と同じ「～のためのあな」と

いう表現に着目させ、 2つの穴の役害1を正し

く提えさせる。

O「～なので」や「ですから」に着目させて、本

文に傍線を引くことで、大事な言葉や文に意

識させる。

O穴の役割や穴があいている理由を板書に図で

整理し、説明の順序を視覚的に捉えることが

できるようにする。

Θワークシー トに穴の役割や穴があいている理

由を図でまとめることで、説明の順序を整理

させる。

O教材文の写真や図を使つて説明させること

で、しょうゆさしの大についての理解を深め

させる。

①穴の役割と、それに続く詳しい説明から、穴

があいている理由を考えて整理させる。

Θ 「ですから」に着目させ、空気が入る穴が必

要な理由が、「空気の力で押してしょうゆを出

すため」ということを提えさせる。

◆しょうゆ差しに 2つの穴があいている理由に

ついて、大事な言葉や文を見つけながら読ん

でいる。     (発 言 。ワークシー ト)

04つの事例の説明の仕方を振り返り、それぞ

れの説明の仕方を考えさせる。

Θしょうゆ差しの穴はなぜ 2つあるのかペア活

動で確かめさせ、理解を深めさせる。
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8 考察

(1)考 えを広めた り、深めた りする発間の工夫
【成果】

・ 単元を通 して、自分の考えを深めさせるために、 ワークシー トに穴の役割 を図で表

す ことができるよ うな枠 を作成 した。児童は、発問や ワークシー トか ら自分の考え

を記入 し、その後のペア活動につなげていた。また、図に表す ことで、ペア学習や

全体で共有す るときに説明のツール として用いることができた。

【課題】

・本時の学習は、「しょうゆさしはなぜ 2つ の

あながあいているのだろ う。」 とい うめあ

てで学習が進んでいった。 しか し、学習の

まとめが定まつてお らず、わか りにくい展

開になって しまった。また、本時のめあて

とま とめが対応 していなかった。教材研究

をよ り深 く行い、めあての設定について考

える必要があつた。

(2)対話を通 して考えを深める工夫
【成果】

・毎時間同じ形式のワークシー トを用いた り、同 じ学習展開で授業を行つた りしたこ

とで、学習の進め方がパターン化 され、自ら進んで学習に取 り組む姿が見 られた。

パターン化することで、児童は学習の見通 しを持つことができたため、学習に集中

し、意欲的にワークシー トに自分の考えを記入 していた。

【課題】

。なぜ 2つ の穴が必要か説明を考えるときにペア学習を取 り入れた。ペア学習では、

話 し合いをリー ドする児童に意見が偏 り、お互いの考えを出し合 うところまでいく

ことができていなかった。お互いの意見を出 し合 う工夫を行 う必要があつた。

(3)着実に知識 口理解を定着させる振 り返 りの工夫
【成果】

・振 り返 りをマークと言葉の 2つ で表すことで、児童が振 り返 りを行いやすかつた。

言葉での振 り返 りを書 くことが難 しい児童もマークによる振 り返 りを行 うことがで

きた。

【課題】

。言葉での振 り返 りを行 うときに、書くときの視点を示 さずにわかったことを書かせ

ていた。「あながあいている理由は何に注意 して読む とわか りましたか」など視点を

示 しておくと児童が振 り返 りやすかつたと思われる。



第 3学年  国語科学習指導案
日 時
場 所

指導者

研究主題

10月 29日 (火)第 3校時
3年教室

教諭 永冨 幸恵

かかわり合い、深め合いながら、自らを高め続ける児童 。生徒の育成
～ 確かな言語能力を育成する国語科教育を通 して ～

1 単元名
教材名

働 く犬についての文章を読み、リーフレットにまとめよう
「もうどう犬の訓練」吉原順平  (東京書籍 )

2 研究主題 との関連
本単元では、第 3学年及び 4学年 「C読むこと」の言語活動例 「ウ 学校図書館などを利用し、
事典や図鑑などから情報を得て、分かつたことなどをまとめて説明する活動」を受けて、「働く犬に

ついての文章を読み、中心となる語や文を見付けて『 ワンフンフーキングブック』にまとめる。」こ

とを言語活動として位置づけた。

ここで言う『 フンフンフーキングブック』とは、盲導犬や警察犬などの働く大の仕事についてま

とめたリーフレットを意味している。「もうどう犬の訓線」は、盲導犬の定義や役割、訓練の段階を

順序立てて説明した文章である。段落のまとまりがはつきりしていて、話題提示、盲導犬の訓練に

ついての説明、まとめというように「はじめ 。中・終わり」という文章構成がわかりやすくなって

いる。また、それぞれの訓練の内容や様子について具体的に述べられているため、内容を読み取り

やすく、だいじな言葉や文を見付けやすい。さらに、児童にとって身近で親 しみやすい動物である
「犬」が盲導犬になる過程について、知らないことが多いと思われ、児童が興味・関心をもつて学

習に取り組むことができる教材である。

リーフレットづくりという言語活動を設定し、中心となる言葉について話し合つたり、書いた要

約を読み比べたりすることで、かかわり合つて言語能力を育成することができると考えられる。

3 指導の立場
(1)児童観

本学級の児童は、読み聞かせや読書の時間が好きであり、同じ本について休み時間に話をするな

ど、進んで感想を伝え合つている。児童はこれまで、 2年生で説明文 「あなのやくわり」で時間的

な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を読むことや、文章中の中心となる言葉や文を

書き抜く学習を行つた。 5月 に行つた説明文「自然のかくし絵」の学習では、目的に応じて中心と

なる語や文をとらえる活動を行った。このように、本単元のねらいである要約することに関する学

習をしてきているが、文章中の中心となる言葉を見付けることに課題がある児童や、内容に即した

文章を短く表現することが難しい児童が見られた。事柄の順序などを考えながら本文の内容を読み

取る力や、中心となる言葉や文を見付ける力を身につけさせることが課題である。

(2)教材観
本単元は、知りたいことについて調べて短くまとめる活動を通して、中心となる言葉や文を見付

けながら読み、要約する力を付けることをねらいとしている。教材文 「もうどう犬の訓練」では、

盲導犬の定義や役割について説明しているため、中心となる言葉や文を見付けやすく、段落ごとの

内容をとらえやすい。そのため、要約するのに適した教材である。

中心となる言葉や文は何かを思考し、まとめる学習を通して、児童は要約の仕方を身につけるこ



とができるだろう。また、単元を貫いて行う「ワンフンワーキングブック」づくりの学習を通して、

目的をもつて情報を集め、様々な情報から必要なことを取り出し、それをまとめることで相手に伝

わる文章を書く力も定着していくと考えられる。

また、感想を友達と共有することを楽しむ本学級の児童にとつて、「フンワンワーキングブックに

まとめよう」という単元は魅力的であり、興味や関心をもつた内容について、見通しをもつて取り

組ませたい。

(3)指導観
○ 「ワンワンワーキングブック」の参考作品を示 し、学習計画を提示することで見通しを持って学

習ができるようにさせたい。

O中心となる言葉や文を見付ける方法として、以下の手法に気付かせることで、要約の一助とした
い 。

① 題名と関係が深い言葉に注目する。
②  「さいしょは」「次は」「たとえば」「さらに」などの接続詞に注目し、例とまとめの読み分け
を行う。

O「犬は」「犬が」という主語がない場合、どうやつてもうどう犬の訓練内容を読み取るのか問いか

けることで、動詞に注目させたい。動詞が明らかになると、明示されていない主語も類推するこ

とができるため、子どもが訓練内容を捉えることができるようにする。

○働く犬についての本や図鑑を読み、仕事内容や訓練の方法などを、「もうどう犬の訓練」と同じよ

うに児童自身が見付けていくことができるようにする。

○「ワンフンワーキングブック」を完成させる前に友達と交流する時間を設定し、付け加えた方が

良い情報などのアドバイスをし合うことで、より必要性の高い情報について考えさせる。

○完成したガイ ドブックを読み合い、短く、かつ分かりやすい文章を書かれているものについて考

えさせることで、友達と自分のまとめ方の違いに気付かせたい。

4 単元の指導 目標
○働く犬についての情報を比較や分類し、中心となる語や文を書き留めることができる。

【情報の扱い方に関する事項 イ】
○出典の示し方、辞書や事典の使い方を理解し使うことができる。

【情報の扱い方に関する事項 イ】
○目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができる。   【C読むこと ウ】
O「ワンフンワーキングブック」に、働く犬について進んでまとめようとすることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

5 単元の評価規準
知識および技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

・働く犬についての情報を比較や分類

し、必要な語句などを書き留めるこ

とができる。

(情報の扱い方に関する事項 イ)

。出典の示し方、辞書や事典の使い方

を理解し使 うことができる。

(情報の扱い方に関する事項 イ)

・ 目的を意識 して、中心 と

なる語や文を見付けて要

約す る こ とがで きる。

(読 ウ)

。「ワンフンワーキングブック」に、

働 く大についてすすんで考えを

まとめようとすることができる。

自分で書いた語句や文章を読み

返し、振り返ることができる。



6 指導計画 (全 10時間)

次 時 学習活動

指導上の留意点 (。 )

言語活動の充実のための指導 (Θ )

評価規準

【観点】〔方法〕

1

・参考作品を見て、「ワ

ンフンワーキングブ

ック」を作るという

学習の見通しを立て

る。
。「もうどう犬の訓練」

の範読を聞き、もう

どう犬のすごいと思

つたところについて

話し合 う。

・本文中の特に心に残つたことに

線を引かせることで、自分の意見

を確実に持てるようにする。

③ もうどう犬のすごいと思ったとこ

ろについて、教科書に線を引いた

ところを見せ合いながら話し合わ

せる。

【関】「もうどう犬の訓練」

を聞き、もうどう犬につい

てすごいと思つたところを

見付けて感想をもつことが

できる。〔行動観察 。発言〕

2

・教材文を「始め」「中」
「終わり」に分け、大

まかな構成 をつか

む 。

・意味のわからない単

語に注 目し、全体で

意味の確認を行 う。

。もうどう犬とはどんな犬なのか

説明している文章に線を引かせ、

始めの文章について理解させる。

Θもうどう犬とはどんな犬か、短く
まとめて説明 している文章はどこ

か話 し合わせる。

【関】意味の分からない単語

について、辞書を活用して自

分で調べることができる。

〔リーフレット〕

【読】「始め、中、終わり」と

いう文章構造を理解するこ

とができる。

〔発言・ノー ト〕

3

。人間の言 うことにし

たがう訓練とはどん

な訓練か、中心とな

る言葉を見付けて要

約する。

・題名と関係のある言葉や、接続する

言葉に注目させ、例文の前後に短

くまとめられた文章があることに

気付かせる。

Θ 中心となる言葉を使つて段落の要

約文を書かせる。

【読】中心となる言葉や文

を手がかりに、文章の要点

を見付けることができる。

〔行動観察。発言〕

【言】文章の要点を見付け、

要約することができる。〔リ

ーフレット〕

4

本
時

。人を安全にみちびく

訓練とはどんな訓練

か、中心となる言葉

を見付 けて要約す

る。

・題名 と関係のある言葉や、接続す

る言葉に注 目させ、例文の前後に

短 くまとめられた文章があるこ

とに気付かせる。

Θ 中心となる言葉を使つて段落の要

約文を書かせる。

【読】中心となる言葉や文

を手がかりに、文章の要点

を見付けることができる。

〔行動観察 。発言〕

【言】文章の要点を見付け、

要約することができる。〔ヅ

ーフレット〕

5

。もうどう犬にふさわ

しい心がまえとはど

んなことか、中心と

なる言葉を見付けて

要約する。

・題名と関係のある言葉や、接続す

る言葉に注目させ、例文の前後に

短くまとめられた文章があるこ

とに気付かせる。

Θ 中心となる言葉を使つて段落の要

約文を書かせる。

【読】中心となる言葉や文を

手がかりに、文章の要点を見

付けることができる。〔行動

観察・発言〕

【言】文章の要点を見付け、

要約することができる。〔リ

ーフレット〕



6

・完成 した 「ワンワン

ワーキングブック」

を読み合い、リーフ

レットの作 り方につ

いて振 り返る。

。最後の文章が結論になっている

ことをリーフレットにまとめさ

せる。

Θ 作つてきたリーフレットの作り方

を順序立てて振り返らせる。

【読】リーフレントの作り

方が理解できているか確認

することができる。〔リーフ

レット〕

7

・働 く犬についての本

を読み、同じテーマ

の本を選んだ人同士

でどんな仕事内容な

のか考える。

Θ 同 じテーマの本を選んだ人同士

で、働 く犬の仕事内容について話

し合わせる。

【読】知 りたい事柄について

調べるために、関連する内容

の本を選んで読んでいる。

〔リーフレット〕

8

9

。さらに詳 しく調べ、

働く犬の仕事や訓練

内容などについて、
「ワンフンワーキン

グブック」にまとめ

る。

。グループでまとまつて活動 させ

ることで、リーフレットの内容が

より深まるようにさせる。

Θ 同じテーマの本を選んだ人同士で

協力しながら、働く犬の仕事や訓

練内容についてわかったことを共

有させる。

【読】知りたい事柄を調べ

るために本や資料を読み、

必要な情報を集めている。

〔行動観察・発言〕

【言】調べて分かつたこと

を整理して、紹介するため

に中心となる言葉や文を落

とさないように要約してい

る。〔リーフレット〕

10

・出来上がった 「ワン

フンワーキングブッ

ク」を読み合い、感想

を交流する。

・リーフレントを読み合い、いちば

んわか りやすくまとめている人

はだれか考えさせる。

Θ 出来上がったリーフレントを読み

合い、わかりやすく要点を見付け

たり、要約できていたりする人を

見付けて発表させる。

【読】「ワンフンフーキング

ブック」を読み合い、働く

犬についてわかりやすく要

約できているか確かめ合っ

ている。

〔発言 。ノー ト〕



7 本時の学習 (第二次  4/10)
(1)目 標 人を安全にみちびく訓練について中心となる言葉を見付けることを通して、 9～ 12段

落を要約することができる。

(2)準備  学習計画の掲示、本文の全文掲示、ワンフンワーキングブック
(3)展開

過程 学習活動・内容 予想される児童の反応 教師
の働きかけ (○ )

言語活動の充実のための指導 (0)評価 (◆ )

つ

か

む

つ

な

げ

る

1 前時までの学習を想起 し本時の課題を

確認して、音読を行う。

○学習計画に沿つて本時の学習課題を確認さ

せる。

O中心となる言葉に気をつけて音読させる。

人を安全にみちびく訓練を要約 しよう。

2 本文の 9～ 12段落を読み、二つ目の
訓練内容が分かる言葉や文を見付け、傍

線を引く。
・人を安全にみちびく訓練

〔予想される児童の反応】

・ハーネスが犬の体に取りつけられる。

・あぶないものの前で止まつたり、それをよ

けて進んだりすることを教えこまれる。

・使つている人にとつてきけんな命令にはし

たがわない。

○本文に傍線を引くことで、視覚的に選んだ場

所の違いが分かるようにする。

○ペアで線を引いたところを紹介 し合わせる

と共に、可能であれば理由を説明させる。

Θ 根拠 となる叙述を明確にして発表させる。

Θ題名と関係のある言葉や、接続する言葉に注
目させ、例文の前後に短くまとめられた文章

があることに気付かせる。

Θ 具体例とまとめられた文章の違いを見付け

させ、どちらが要点にふさわしいか話 し合わ

せる。

◆中心となる言葉や文を手がかりに、文章の要

点を見付けることができる。(リ ーフレット)

O中心となる言葉を見付けることが難 しい児
童には、前時で使った見付け方のコンを示し

て意見が持てるように支援する。

Θ全体で明らかにしただいじな言葉を生かし
て、予りIご とに要約を考えてフンフンワーキン

グブックに書き込ませる。

◆文章の要点を見付け、要約することができ

る。 (プ リン ト、発表)

3 全体で意見を発表し、要点をまとめる
上で特にだいじな言葉はどこか考える。
・題名「もうどう犬の訓練」と関係の深い

言葉
。「さいしょは」「たとえば」等の接続の言

葉

・前の時間では「さいしょは」の文がだいじ

な言葉だったから、「次は」の文がだいじ

な言葉になる。

・「たとえば」のある文は例になるから、他

にもつとだいじな言葉があると思 う。

4 班ごとに要約を考え、発表する。
。人を安全にみちびく訓練

。人を安全にみちびく訓練には、あぶないも

のの前で止まったり、それをよけて進んだ

りすること、使つている人にとつてきけん

な命令にはしたがわないということの 2つ

があります。



深

め

る

5 要約を読み比べて、本時の振り返りを
行う。

・伝え合いをした感想や気づき

・本文の内容をそのまま書くと長すぎるから短

くまとめると伝わりやすい。

・「たとえば」のある文の前や後ろを見るとだ

いじな言葉が見付けられることがわかった。

・「さいしょは」や「次は」の後にくる文章は

本文の内容が短くまとめられた言葉になるこ

とがわかった。

Θ要点を見付けたり、要約を考えたりする時に
何に注意をすれば良いか視点をもたせる。

Θ言葉を補つたり、言い換えたりしたヲエの意見
と教科書の言葉をつなげた意見を比べるこ

とで、どちらがより短くわかりやすいか考え

させる。

O中心となる言葉の見つけ方を確認し、次時の
学習内容への意欲を喚起する。



8.考 察
(1)考 えを広めた り、深めた りする発間の工夫
【成果】

・ 要約 に必要な言葉 を見つけるため、文章中の接続詞に注 目させた。それにより、文

中の どこに必要な言葉があるのか、子 どもが考えなが ら読み進めることができた。

また、接続詞 を見つけることで、文 と文の関係性 に着 目して読む活動ができた。

・ ヒン トカー ドを用意 し、子 どもが要約す るためのスモールステ ップを作 ることで、

どの子 どもも意見をもつ ことができた。また、意見をもつことはできるが自信が持

てず、発表ができない子 どもにとっても、 ヒン トカー ドと自分の要約 を比べて確認

す ることで、 自分の意見に 自信がもてた。

・ル ビ付 きのプ リン トを用意す ることで、読むことに課題がある子 どもも意欲的に学

習 に取 り組むことができた。

(2)対 話を通 して考えを深める工夫
【成果】

。全体で共有する前に班活動を仕組んだことで、自

信 をもつて発表することができる子どもが増え

た。普段意見を発表することに苦手意識を感 じる

子 どもにとって有効な時間になつた。

【課題】

。「要約 に しては長い」 とい う子 どもの言葉 を全体で取 り上げ、 どうした ら適切な長

さに収めることができるか問い返 しができるとよかつた。 よ り簡潔な要約 を目指そ

うと工夫 していた子 どももいたので、児童か ら出た良い意見を少 しずつ取 り入れ、

学級全体で話 し合 うことでよ りよい要約 を作 り上げてい く展開にできるとより学び

が深 まった と考 えられ る。

(3)着 実に知識・理解 を定着 させる振 り返 りの工夫
【成果】

・全員参加の発表で 自分たちが良いと感 じた要約 を共有す ることができた。学級の他

の子 どもにも聞いてもらい、価値づけて もらうことで 自分たちの選んだ要約の仕方

に 自信 をもつ ことができた。

【課題】

・全体で発表 した時、後 ろの席の子 どもには要約が見づ らいよ うだつた。 iPadで 撮影

し、拡大 しなが ら説明ができるとより内容まで読みやすかつたのではないか と思わ

れ る。

・今回、子 どもの意見をま とめ、教員が書いて全体に広げるのみに とどまつた。その

ため、書いた要約 を子 ども自身がもう一度振 り返 った り、よ り適切な文章にす るた

めには どの よ うにすれ ば よいか考えた りす る活動があるとよ り学び を深 めること

がで きる。



第 4学年 国語科「報告します、みんなの生活」
指導者 山根 さゆみ

1 本時案

2 考察
(1)考えを広めたり、深めたりする発間の工夫
【成果】
・本時の学習活動を確認し、進め方を理解させることができた。 (ア ンケー トする内容を決めるこ

と。アンケー トの形式を知り、自分たちの質問の仕方を決めて、文章にすること。自分たちが決

めたことを、クラスのみんなに説明すること。)
・自分たちで決めた内容についてアンケー トを取る学習なので、児童が興味を持ち、意欲的に取り

組む姿勢が見られた。 (話合い活動。本時以降の授業やアンケー ト集計等。)

【課題】

・児童の思考の流れを大切にした教師の机間巡視による支援を行う必要があつた。児童の気持ちを

聞き、ア ドバイスを求められたことに対して答えるという態度を大切にしていきたい。
。今回は、自分の考えをクラスのみんなに分かりやすく説明するために、発表の例 (言い方)を提
示した。自分の言葉で伝えることができる児童が多いので、児童の実態に応 じて発表の型の提示

をしたり、自由に自分の言葉で発表させたりしていくようにするとよかつた。

(2)対話を通して考えを深める工夫
【成果】
・話し合い活動では、のびのびと自分の言葉で自分の意見を述べる児童が多かった。

【課題】
・班での話し合い活動で、自分の考えを班員にわかりやすく伝えるように意識づけることが難しか

った。
・相手意識 (聞き手がどう感じるかを考える)を持たせて、クラスの全員に発表させるための手立
てを考える必要があつた。

(3)着実に知識 日理解を定着させる振り返りの工夫
【成果】

・振り返リカー ドを利用して、自分の活動を意識させることができた。

【課題】

・振り返りの時間が確保できるように、時間配分に留意する。今回児童が考えたことや活動したこ

とを、次時につなげていける振り返りをさせていきたい。 (「次の時間には、○○の活動をして

いこうと思う。」というような振り返り)

lll
田
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1.主眼
。質問の仕方や回答欄を工夫 し

て、グループでアンケー トを作

り、アンケー トの趣旨をわか り

やすく説明することができる。

2,指導上の留意点
。話合いや発表の役割分担を考

慮して、グループの人数を二人

にする。 (前時に話題とグルー

プのメンバーを決めておく。)

・二人の役割を確認させる。(記

録 。進行・発表は全員でする)

。教科書 p■ 17の例を参考にし

て、質問項目は三～五つ程度に

することを知らせる。電子黒板

を利用 して掲示するc(ア ンケ

ー ト)

3.評価
。話合いの参加の様子 (観察 )

。記録用紙      …

。発表内容 。態度
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第 5学年国語科学習指導案

令和元年 10月 29日 (火 )

場 所  5年
指導者 西本

3校時

教室

泰之

1 単元名
教材名

研究主題

かかわり合い,深め合いながら, 自らを高め続ける児童の育成
～確かな言語能力を育成する国語科教育を通して～

宮沢賢治の作品を読んで,読書会で話し合おう
「注文の多い料理店」 (東京書籍 5年 )

2 研究主題 との関連
本単元では,第 5学年及び第 6学年 「C 読むこと」の言語活動例 「イ 詩や物語,伝記など
を読み,内容を説明したり,自分の生き方などについて考えたことを伝え合つたりする活動。」を

受けて,「宮沢賢治の作品を読んで,読書会を開こう。」を主たる言語活動として位置づけた。こ

こで行う読書会とは,物語の中から話し合いたいテーマを決め,そのテーマについての自分の考

えをまとめ伝え合う活動である。伝え合う場面では,「意見も理由も同じだ」「意見は同じでも理

由はちがう」「意見はちがつたが理由は同じだ」「意見も理由もちう」という観点から,それぞれ

の考えの根拠を叙述を元に話し合わせる。このことにより,本単元でねらう「C 読むこと」の

指導事項「力 文章を読んでまとめた意見や感想を共有し, 自分の考えを広げること。」が実現で
きると考えた。

また,読書会の前後での自分の考えを「友達の意見を聞いて変わつた」「変わらなかつたが,友

達の意見の～の部分に納得した」「伝え合いを通して, 自分の考えがより強くなつた」という3つ

の視点から振 り返る。そのことで,「 A 話すこと。聞くこと」の指導事項 「工 話し手の目的や
自分が聞こうとする意図に応じて,話の内容を捉え,話 し手の考えと比較しながら, 自分の考え

をまとめること。」も実現できると考えた。

3 指導の立場
(1)児童観

本学級の児童は,音読による表現の工夫に意欲的に取り組む。4月 の「だいじょうぶだ

いじょうぶ」の学習では,登場人物や場面の様子を伝わりやすく他学年に向けて音読発表

する活動を通して,物語を読んで想像したことを抑揚や強弱などの工夫を凝らして音読で

表現することができた。また,物語の構成を捉える学習では,6月 の「世界でいちばんやか

ましい音」で,物語の構成や山場での変化を提え,物語を面白くするという山場の役割に

気付くことができた。しかし,登場人物の心情や場面の様子,物語の構成を捉えることが

できても,それらを明確な根拠をもつて説明することは難しく,他者と交流しながら考え

を広めていくことも難しい。そのため,物語の内容について叙述を根拠に考えを持ちなが

ら友達と意見を交流し読み深め, 自分の考えを広げる力の向上が必要である。

(2)教材観



本教材は,文明化し自然から遠のいた現代の人々の風俗を二人の紳士という人物に反映

し,懲罰的な結末に宮沢賢治の文明社会への警告的メンセ~ジを読みとることができる作

品である。叙述から紳士の人物像が捉えやすく,物語の展開と読み合わせることで,物語

に込められたメッセージを読み解くことができると考える。また,「風がどうとふいてき

て 。・・」という繰り返しの言葉や,戸の言葉の真意と紳士の誤解,多様なオノマ トペな

ど,物語を面白くする仕掛けが多数ある。よつて児童は,叙述を根拠に読書会のテーマに

沿つて楽しみながら物語を解読し,物語に込められたメンセ~ジについて話し合い考えを

広めていくことができると考える。

(3)指導観
○読書会を行うことを知らせ,学習計画表を掲示することで,学習に見通しを持つて取り

組めるようにする。

○読書会のルールを提示し,全員を話し合いに参加させることで,話し合いにより1人 1

人の考えが広がっていくようにする。

O読書会を通して自分の考えがどうなったかを振り返らせることで,友達の意見と比較し

ながら自分の考えをまとめることができるようにする。

○単元を通して,読み取つた内容を整理したものを掲示して行くことで,常時視覚的に振
り返ったり,他の場面と比較したりしながら,考えられるようにする。

O事前に自分の考えを書かせておくことで,読書会に 1人 1人が参加できるようにする。
O意見を持つことが難しい児童にはヒントカー ドを渡し,意見がまとめられるようにす
る。

4 単元の指導目標
O読書会で取り扱う物語を進んで読み,自分の考えを広げようとしている。

I我が国の言語文化に関する項目 (3)一オ】
○読書会テーマについての考えを共有しながら,考えを広め伝え合っている。

IC 読むこと (1)―力】
○友達の意見と比較しながら, 自分の考えをまとめている。

【A 話すこと。聞くこと (1)一工】
○考えを伝え合うことに意欲的に取り組もうとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

5 単元の評価規準
知識・技能 思考 。判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・進んで読書をし,自分の考え

を広げようとしている。

(3)一 オ

・読書会で意見を伝えあいなが

ら,考えを広めている。

(読力)

・読書会での交流を振 り返り,

自分の考えをまとめている。

(話・聞工)

・読書会を通して,考えを伝え

会うことに積極的に取り組も

うとしている。



6 指導計画 (全 12時間扱い)
次 時

学習活動
指導上の留意点 (。 )

言語活動の充実のための指導 (Θ )

評価規準

【観′煮】〔方法〕

第

次

1 ○宮沢賢治の作品につい

て,読書会を開くこと

を知り,見通しをも

O p 240「宮沢賢治」を

読み,宮沢賢治の人物

像を捉える。

・宮沢賢治の作品に興味が持てるよ

う、何冊かの作品を事前に読み聞

かせしておく。

Θ p240「 宮沢賢治」から読み取れ

る宮沢賢治の人物像を付箋に記入

し、根拠となる叙述のそばに貼る

ことで、読み取つた事を視覚化さ

せるよう指導する。

【知】読書会に興味を

持ち,これからの学習

に意欲的に取り組もう

としている。

○本文を読み,宮沢賢

治の人物像を提え,ま

とめている。

第

次

2 ○「注文の多い料理店」

を読んで,初発の感想

を書く。

・感想が書けるように「登場人物に

ついてどう思つたか」「面白いと

思ったこと」の 2つの視点を持た

せて読ませる。

○物語の内容を大体捉

え,内容や叙述につい

ての感想をもつことが

できる。

3 ○登場人物や出来事の)贋

番を押さえて,場面を

分ける。

。「場所」「登場人物」を根拠に場面

を分けさせることで、物語を 3場面

に分けられるようにする。

O叙述を基に登場人物

や出来事をまとめ,物

語を3つの場面に分け

ることができる。

4 ○「現実の世界と不思議

な世界への入り日と出

日」テーマについて読

書会を行う。

。事前にテーマについての意見を書

かせておくことで、全員が読書会

に意見を持って参加できるように

する。

Θ 児童同士の対話を活性化させる

ため,「読書会ルール」「読書会を

終えて」を掲示し、視点を持って

活動に当たらせるよう指導する。

○自分と友達の意見を

比べたり質問したりし

ながら,考えを広めて

いる。

○読書会を通して,自

分の意見をまとめ直し

ている。

5 ○戸の言葉について,山

猫の真意と紳士の受け

止め方を比べて考え

る。

。一つの言葉から二つの意味が読み

取れる面白さに気づかせるため、二

者それぞれの立場を押さえた上で考

えさせるようにする。

○戸の言葉から読み取

れる二つの意味を提え

ている。

6 ○本文を読んで,2人の

紳士の人物像を提え

る。

。紳士の人物像を考える際に、叙述

に基づいて考えさせるようにす

る。

Θ紳士の人物像を付箋に記入し、根

拠となる叙述のそばに貼ること

で、読み取つた事を視覚化するよ

う指導する。

○叙述を基に,2人の紳
士の人物像を読み取つ

ている。



7 ○「物語を通じて,紳士

の変わつたところ,変

わらないところ」とい

うテーマについて読書

会を行う。

・事前にテーマについての意見を書

かせておくことで、全員が読書会

に意見を持って参加できるように

する。

Θ 児童同士の対話を活性化させる

ため,「読書会ルール」「読書会を終

えて」を掲示し、視′点を持つて活動

に当たらせるよう指導する。

○自分と友達の意見を

比べたり質問したりし

ながら,考えを広めて

いる

O読書会を通して,自

分の意見をまとめ直し

ている。

8

本
時

○「なぜ紳士の顔は元に

もどらなかったのか」

というテーマについて

読書会を開く。

。事前にテーマについての意見を書

かせておくことで、全員が読書会

に意見を持つて参加できるように

する。

Θ 児童同士の対話を活性化させる

ため,「読書会ルール」「読書会を終

えて」を掲示し、視′点を持って活動

に当たらせるよう指導する。

○自分と友達の意見を

比べたり質問したりし

ながら,考えを広めて

いる。

O読書会を通して,自

分の意見をまとめ直し

ている。

9 O「この作品のおもしろ

さ」というテーマにつ

いて読書会を行 う。

・事前にテーマについての意見を書

かせておくことで、全員が読書会

に意見を持って参加できるように

する。

Θ 児童同士の対話を活性化させる

ため,「読書会ルール」「読書会を終

えて」を掲示し、視点を持って活動

に当たらせるよう指導する。

○自分と友達の意見を

比べたり質問したりし

ながら,考えを広めて

いる。

○読書会を通して,自

分の意見をまとめ直し

ている。

第

次

10

11

12

○児童が選んだ宮沢賢治

の作品で,読書会を行

う。

。事前にテーマについての意見を書

かせておくことで、全員が読書会

に意見を持つて参力日できるように

する。

Θ 児童同士の対話を活性化させる

ため,「読書会ルール」「読書会を終

えて」を掲示し、視点を持って活動

に当たらせるよう指導する。

○進んで読書をして,

自分の考えを広げよう

としている。



7 本時の指導
(1)目標 テーマに沿つた読書会を通して、自分の考えを広めることができる。
(2)準備 物語構成図 読書会ルール表 ワークシー ト 振り返りの視点掲示
(3)展開

過

程
学習活動 。内容  予想される児童の反応

教師の働きかけ(O)

言語活動充実のための指導 (Θ) ☆評価
つ

か

む

５

分
　
　
／

つ

な

げ

る

　

３０

分

／

　

一局

め

る

　

Ю

分

最後の場面を音読し、読書会のテーマを確

認する。

2 班で意見を交流する。
・対話的活動を通した思考の広がり

【予想される児童の反応】
・生き物を大切にしない紳士を,作者が物語
を通してこらしめたんだと思う。
。「泣いて泣いて泣いて泣いて泣きました。」
とあるから,すごく怖かったとわかる。だ
から顔が戻らなかったんだと思う。

3 全体で交流する
。合意的,批判的な交流

【予想される児童の反応】
・～君の考えについて質問です。
。ぼくの考えは～だったけど、～さんの考え
をきいて～な所がいいなと思いました。
・考えは同じだけど理由はちがって、私は～
だからだと思います。

4 読書会後の自分の意見をまとめる
。自分の考えの変化に視点をおいた振り返り

○ 学習計画表から、本時の学習課題を確認さ

せる。

○自分の意見と本文を結びつけるため、最終場

面を音読をさせる。

Θ 児童同士の対話を活性化させるため,「読書

会ルール」を掲示し、視点を持って読書会に

当たるよう指導する。

○友達の意見を端的にまとめてノー トに記入さ

せることで,友達の意見と自分の意見を比べ

ながら考えられるようにする。

☆意見を比べながら意見を繁げたり質問したり

するなど,考えを広めようとしている。

○意見を板書に構造化し,全体の意見の繁がり

を捉えやすいようにする。

O全体交流に適宜グループワークを組み込み ,

意見をつなげられるようにする。

○まとめる際に,

。「～さんの意見を聞いて,考えが変わりまし

た。」

・「考えは変わらなかったけど,～ さんの～とい

う考えは良いなと思いました。」

。「読書会を通 して , 自分の考えがより強くなり

ました。」

の 3つの視点で自分の考えをまとめる。

Θ振り返りの 3つの視点を示した「読書会を終え

て」を掲示し、1人 1人が読書会前後の自分の

考えの変化を捉えられるよう指導する。

☆読書会で聞いた友達の意見と比較して, 自分の

意見をまとめている。

1

「なぜ紳士の顔は元に戻らなかつたのか」というテーマについて,読書会を開こう

I

」



8 考察

(1)考えを広めたり、深めたりする発間の工夫
【成果】

。単元学習の導入では、読書会を開くことを児童に知らせた。そして事前に決めておいた

読書会のテーマを、児童の書いた初発の感想と関連づけながら知らせることで、話し合

うことの必要性を感じさせた。児童は物語を読んで感じたり考えたりしたことを、読書

会を通じて伝え会い、考えを深めることができた。

・事前に伝記「宮沢賢治」を読み、宮沢賢治の人物像を提える学習を行つた。その結果、

読書会での話し合いにおいて、叙述の背景にある作者の考えにまで児童の意見が至り、

考えを深めることができた。

【課題】

。読書会のテーマによっては、自分の考えを持つことが難しい児童が多くいた。このこと

から、読書会のテーマは、より児童の持つ疑間に近いテーマを設定する必要があつた。

(2)対話を通して考えを深める工夫

【成果】

・読書会で児童が対話的に活動できるよう、「読書会のアレール」を掲示し、またグループに

配布し、確認しながら活動に取り組ませた。このことで児童は、友達の意見を領きなが

ら聞いたり、質問したり、まとめたりしながら話し合いを進めることができた。

・児童の意見を、意見と意見の繁がりや対立を示すよう構造的に板書し、児童に聞き返し

たりまとめさせたりするなどした。児童は、それぞれの意見を発表だけで終わらせずに

質問したり反対の意見を述べたりするなど、関わり合いながら考えを深めていった。

【課題】

・読書会での話し合いにおいて、司会や記録などの役割を設

定せずに臨んだ。これらを設定し、役割を意識した読書会

をさせることで、より話し合いが活性化すると考える。

猛 ..,.予

(3)着実に知識 由理解を定着させる振り返りの工夫

【成果】

。単元を通して、「読書会前の自分の考え」「友達の考え」「読書会後の自分の考え」を構造

化したワークシー トを使用した。振り返りでは、読書会後の自分の意見を「友達の意見

を聞いて考えが変わつた」「変わらなかったが、～さんの意見に納得した」「自分の考え

がより強くなつた」の 3つの視点を持たせ、読書会のテーマについて多面的に振り返ら

れるようにした。このことで、読書会前の自分と後の自分の意見を比べながら振り返り

を行うことができた。

【課題】

・振り返りの視点を、物語のどんなことが分かつたかという教材内容だけに留まらず、ど

のような読みをしたかという教科内容にまで至らしめることで、より、読む力が身につ

いたと思われる。



1

第6学年 国語科「海のいのち」
指導者 人道 昌恵

本時案

(1)単元名 感動の中心をとらえよう 「海のいのち」
(2)ね らい  クライマックスの一文 (物語が自分に最も強く語りかけてきたところ)についての考え

を互いに伝え合い、感動の中心を共有することで、読みを深めることができる。

(3)準備・資料  教 :第 5場面全文・場面絵・短冊カー ド (ク ライマックスの一文)
児 :短冊カー ド (ク ライマックスの一文)。 フークシー ト・ふり返リカー ド

(4 展
内

クライマックスの一文について、自分の考えを伝え合お う

・クライマックスの一文 (物語が自分に最も強く

語 りかけてきたところ)について確認 しておく。
・第 5場面を音読させ、文章を黒板に提示するこ

とで、自分の学び (ク ライマックスの一文 。そ

の理由)を確認させる。
・自分の考えを友達と伝え合って学習をすすめて

いくことの大切さ (互いに考えを伝え合い、深

まっていく学習)を伝えたい。

・第 5場面が物語のクライマックス場面であるこ

と、最も感動の中心となる場面であることを確

認する。
・クライマックスックスの一文を確認する時間を

とり、クライマックスの一文だと考える 根拠
(ワークシー ト・画用紙記入)を確認させる。
・発表者が選んだ一文を他の児童全員で音読する

ことによつて、友達の感動の中心に思いを寄せ

るように働きかける。
・クライマックスの一文、その根拠や理由を明確

にしながらを発表させる。発表の仕方のよさが

見られた場合にはしつかりと賞賛する。
・児童の思考を整理しながら、児童の考えが分か

りやすく伝わるように板書を効果的にまとめ、

伝え合う喜びをしつかりと味わわせたい。
・友達の考えを聞いての感想や気づき等を発言さ

せることで伝え合いを深めさせ、互いの感動の

中心を共有できるようにする。

★クライマックスの一文を全体の場で伝え合い、

感動の中心を共有することができたか。

(観察・発表 。ワークシー ト)
。本時の学習の様子を的確に評価して伝えること

により、友達との伝え合いを通しての学びの深

まりにつながつたことをしつかりと賞賛する。

の手立てと評価 (★ )

つ
か

む

　

１０
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／
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分５

2本 時の学習課題を確認する。

3 クライマックスの一文について自分の考
えを伝え合う。       【全体】

○読みを交流する意欲

○読みの相違

○叙述を根拠にした読みの伝え合い

○叙述をもとにした人物の心情の想像

1前時の学習を想起する。
○クライマックス場面での読みの交流

↓

○クライマンクスの一文の確認

【予想されるクライマックスの一文】
○瀬の主をうとうと思う太一
。この大魚は自分に殺されたがって比とるのだと

太―は思ったほどだった。

・この魚をとらなければ、本当の下人前の漁師

にはなれないのだと、太―は泣きそうになり

ながら思う。

《太―の考えの変化》

父を殺した瀬の主に対する思いの変化

↓

○瀬の主を海のいのちだと思う太一

・水の中で太―はふつとほほえみ、口から銀の

あぶくを出した。

・もりの刃先を足の方にどけ、クエに向かつて

もう一度えがおを作った。

・「おとう、ここにおられたのですか。また会

い

に来ますから。」

・大魚はこの海のいのちだと思えた。

4本時の学習をふり返る。
○ふり返リカー ドの記入への意欲



2 考察
(1)考えを広めたり、深めたりする発間の工夫
【成果】
・課題解決に向かうために、児童の実態を把握しなが

ら一人学びの時間を確保することで、自分の考えを
持つことができた。
。「会話・行動・表現を読むことにより、人物の気持
ちを読み取つていく」そして、その後、クライマ

ックスの一文 (自分の心に最も強く響いてくる一文)
について考えを共有しながら、物語を読み進めてい

くことを伝えた。学習を重ねる中で、児童は意欲的
にワークシー トに書き込みをしたり、クライマック
スの一文を選んで自分の考えを伝えたりすることができるようになった。
【課題】
・クライマックスの一文を選んだ理由をしっかりと表記できていない児童については、全体で共有し
合う中で、児童の読み取りのよさを引き出せるように、発問の工夫を行う必要があつた。

(2)対話を通して考えを深める工夫
【成果】
・写真付きのネームカー ドに選んだ文の番号を記入させることで、自分や友達の選んだ一文について
明確になるようにした。同じ考えでも理由がそれぞれ違っていること、友達が思いを寄せている場
面について考えを共有することで、物語を深く読むことにつながっていった。
【課題】
・各場面ごとにクライマンクスの一文を選び、理由と

共に考えを伝え合う学習を進めてきた。第 5場面は
物語の中のクライマックス場面であるので、一文に
ついて考えを伝え合った後、「太―の考えが変わつた
ところはどこだろう?」 という課題を提示し、考え

を共有することで、さらに物語の主題に迫ることが

できたのではないかと思う。
・児童同士で疑問や聞いてみたいこと等を自由に話し

合うことができる学習にまで高めていくと、さらに

学習が深まつていくと思う。

(3)着実に知識 由理解を定着させる振り返りの工夫
【成果】
。授業の終わりに短時間で記入できるように、振り返り

項目を 2つと、ひとりごとが記入できる吹き出しの欄
を設けた。自分の課題に対しての振り返りや友達の考
えのよさについての記述が多かつた。自由に書かせる
ことで、児童の学習における思いを引き出すことがで

きた。
・教室に毎時間の授業の流れをまとめた全文を掲示した
ことで物語の展開を思い出しながら学習を進めること

ができた。また、自分たちが考えを出し合いながら学

習を進めてきた足跡を常に目にすることで、学習への

意欲化を図ることができた。

【課題】
・児童一人ひとりの物語の読み取りが掲示物に表れるようにすると、場面ごとのつながりがよく分か

り、読み取りの振り返りが行われ、学習が深められるのではないかと思う。
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第 1学年 国語科「歯がぬけたらどうするの」
指導者 園畠 真美

1 本時案
2 考察
(1)考えを広めたり、深めたりする発間の工夫

【成果】

。ワークシー トをパターン化することでスモールステップで支援することができ

た。また、ワークシー トを表にまとめていく力をつけさせることができた。

・発達段階が違うので、個に応じた支援を行い視写する児童やヒントになるホフイ

トボー ドを渡すなど「自分でできた」と感じさせることができた。

・児童の語彙力に差があり、言葉ではイメージできない児童が多い。例えば

「やねの上」や 「えんの下」など写真と言葉を合わせて教えていくことで

語彙力を高めることができた。

【課題】

・語彙力が少ない児童に対し「投げる。置く。載せる」などの動詞にも着目し

動作の違いをイメージさせ、言葉の意味を広くしていく必要があつたので工

夫していきたい。

(2)対話を通して考えを深める工夫

【成果】

。相手意識をもたせる発間をすることで、全体で取組を行つている意識付けを

行うことができた。

・全体を見る指導が必要であると感じた。児童の発達段階に差があるが、全体

を見て活動の保障をすることで一人ひとりが活躍することができた。

・児童が出した答えを広げていくことで、「できる。やれる」と言う姿にさせ

ることができた。

【課題】

・教師対児童の対話はできるようになってきているが、ペアワークはまだ難しく課題がある。ペア

ワークにつなげていくための活動設定を考えること、そのための授業改善の取り組みが必要であ

る。

(3)着実に知識 と理解を定着させる振り返りの工夫

【成果】

・振り返リカー ドで、自分の活動を振り返り「できた 。やれた」を実感させることがで

きた。

・振り返リカー ドの活用を行うことで、「自分のできた」を感じることができた。

【課題】

・授業の流れを考え「起承転結」を大切にし、学習に意欲的に取り組めるように考えて

いきたい。



1 月 28 日 (火)  美和西小 1年 1組
指導者  園畠 真美(1)国語科 「 歯がぬけたらどうするの  」
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日本の家挿絵世界地図

1 主 眼
・表へのまとめ方を理解 し、中国

ですることについて整理 してま

とめることができる。

2評 価
。だいじな言葉や文に気をつけ

読み取ることができたか。

(ワークシー ト、発言)

・表にまとめたことを発表するこ

とができたか。 (ワークシー ト、

発言 )

3 準備物
(教)掲示物
(児 )ワ ークシー ト
振り返リカー ド

振り返る 【5分】 / 深める(集国解決 。共学び)【 15分】 / 考える(自力解決 。一人学び)【 20分】 / つかむ 【 5分】 /学習過程
Ｏ
学
習
活
動

・
内
容
　
＊
指
導
上
の
留
意
点
　
★
評
価

○
前
時
の
学
習
の
振
り
返
り
を
す
る
。

＊
本
時
の
活
動
が
わ
か
り
、
音
読
が
で
き
る

よ
う
に
、
声
か
け
を
す
る
。

め
あ
て
　
ち
ゆ
う
ご
く
で
は
、
は
が
ぬ
け
た

と
き
に
ど
う
す
る
の
か
、
み
つ
け
て
ま
と
め

卜
な
つ
。

○
前
時
に
書

い
た
表
を
確
認
す
る
。
本
時
は
、

中
国
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

＊
だ
い
じ
な
言
葉
や
文
に
Ｏ
を

つ
け
さ
せ
る
。

○
中
国
で
す
る
こ
と
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ま

と
め
る
。

○
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書

い
た
こ
と
を
も
と
に
、

表
に
ま
と
め
さ
せ
る
。

☆
だ
い
じ
な
言
葉
や
文
に
気
を

つ
け
て
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（技
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

・
発
表
）

○
表
に
ま
と
め
た
こ
と
を
教
師
と
確
認
す
る
。

発
表
さ
せ
、
板
書
し
て
み
ん
な
で
確
認
し

て
い
く
。

＊
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
、
ど
う
し
て
す

る
の
か
に
分
け
て
表
に
書
い
て
い
る
か
確
認

す
る
。

★
表
に
ま
と
め
た
こ
と
を
発
表
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（技
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

・
発
表
）

＊
日
本
と
中
国
の
歯
が
抜
け
た
後
に
す
る
こ

と
に
は
、
共
通
す
る
と
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ろ
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多

い
こ
と
に

気
が

つ
い
て
い
る
か
確
認
し
、
次
の
国
と
の

比
較
に
意
欲
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つ
な
げ
る
。

（技
　
ノ
ー
ト

・
発
表
）

○
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り
返
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ー
ド
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自
分
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き
た

こ
と
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振
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り
○
を

つ
け
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せ
る
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研究の成果と課題

本年度は、「かかわ り合い、深め合いなが ら自らを高め続 ける児童の育成～確かな言語能

力を育成す る国語科教育を通 して」 とい う研究主題で研修に取 り組んできた。

国語科の授業研究の視点 として、次の 3点 を設定 した。

(1)考 えを広げた り、深めた りす る発間の工夫
(2)対 話を通 して考えを深める場の工夫
(3)着 実に知識・技能を定着 させ る振 り返 りの工夫
また、授業研究以外の学力向上に向けた取組を実施 した。

(1)モ ジュール学習
(2)交 換授業
(3)漢 宇・計算大会
以下それぞれの取組の成果 と課題 を挙げる。

1 授業研究の成果と課題
(1)考 えを広げた り、深めた りする発間の工夫
【成果】

・児童から多様な考えが出るような、友達と意見を比べて話 し合いたくなるような学

習課題を設定することで、児童は考えを広げた り、深めた りすることができた。

・ ワークシー トをパターン化することで、児童は見通 しを持つことができたため、自

分の考えを書きやすくなった り、自信を持って発表 した りすることができた。

【課題】

・本時のめあての提示までに、児童に興味をもたせる手立てが必要である。また、そ

のめあては本時のまとめと対応するものにしなくてはならない。

(2)対 話を通 して考えを深める場の工夫
【成果】

。自分の考えを持てるような視点を与えた り、考える時間を確保 した りして、自分の

考えを持たせて対話に臨ませることができた。

。対話の進め方のルールを掲示 し、確認 しながら取 り組ませることで、質問 した り答

えた りしてお互いに考えを深めることができた。

【課題】

・ コミュニケーションカが不足 しているために、ペアやグループの中で、意見を言 う

だけの形で終わつてしま うこともあつた。

・対話の目的を理解 させて、必用感が持てるような話 し合いをさせていきたい。

(3)着 実に知識・技能を定着 させる振 り返 りの工夫
【成果】

・高学年は自由に書かせ ることで、自分の思いを表現することができた。

・振 り返 りの視点を示すことで、書きやすいと感 じる児童もお り、焦点が絞 られた振



り返 りになつた。

【課題】

。教室掲示の中にも児童の考えを記入 して蓄積 しておくと、これまでの学習の振 り返

りに役立つ。

・振 り返 りの時間を確保 し、新たな疑問やめあてを出させて、次の学習につなげてい

きたい。

2 学方向上に向けた取組
(1)モ ジュール学習
月、水、金曜 日の 1校 時に行 うことを原則 として、 2学期か ら実施 した。内容は、詩

の暗唱、マス計算、暗記、漢字、プ リン ト学習、聞き取 り問題等である。

【成果】

・ 暗記すべき内容は復習が大切なので、モジュール学習によって、知識 。技能の定着

に効果があつた。

・ 1校 時に全学年で取 り組むので、一体感が生まれている。

【課題】

・週に 3回 実施す ることが、他の教科 との兼ね合いで難 しかつた。来年度は週 2回実

施す ることを基本 として、年間 70時 間 (国語 35時 間、算数 35時 間)程度を予
定 している。

(2)交 換授業
交換授業のね らいは、以下の 3点 である。 3学期に実施 した。

O様 々な学年の授業を実施す ることで、児童の実態を踏まえた指導方法を工夫す るなど

個々の教員の授業力 を高める。

O全校児童 を全教職員で育ててい くとい う風土をつ くってい く。
O中 1ギ ャンプ、小中ギャンプの解消を図る。

【成果】

・他学年の児童の様子、学習内容、理解の仕方等、実際に授業をすることで見えてく

るものがあった。児童理解につなが り、よい経験 となった。

・分かる授業のためのいろいろな準備 (ワ ークシー ト、発問、板書計画等)を したこ

とや授業交換の様子を他の教員が参観 し、成果や課題を共有できたこと、児童の率

直な意見が聞ける機会があつたことにより、授業改善につなげることができた。

。授業担当者が代わることで、中学校での教科担任制へ移行する準備ができた。

【課題】

。児童の実態を把握 した り、学級担任打ち合わせをした りする時間が十分にとれず、

準備物 (教材、発間、掲示物等)が 実態に合わないところがあらた。
・交換授業の時間数が限られているため、児童の様子を見て、臨機応変に活動の時間

配分を変更 した り、声かけをした りすることができなかつた。

・特別支援教育の視点から、児童が困つた時の手立てを準備 してお くことが必要であ

った。



(3)漢 字 日計算大会
当該学年で学習 した基本的な内容を児童に定着 させるために、 2月 に全校同時に実施

した。漢字は業者テス トを利用 し、算数は担任が基礎的な内容で>ス トを作成 した。
【成果】

。大会があることで教師の学力向上への意識が高まるとともに、児童も目標を持って、

意欲的に取 り組むことができた。

3 今後の取組
来年度の研究主題 は、美和町の 3校合同で、「すべての児童生徒が意欲的に取 り組み、

基礎基本を身に付 ける授業づ くり」である。 これは、 3校 とも個別支援が必要な児童生

徒の割合が高 く、個の実態に応 じた支援を行 うことで、全体の学力向上が望めるか らで

ある。

また、知識・技能の定着を図るために、モジュール学習を進める教師のスキルを高め

てい くとともに、授業公開や交換授業を通 して、授業改善につなげていきたい。



令和元年度 研究同人

池本 武志 福江 大幸 藤井 昭則 池田 康成

永冨 幸恵 山根さゆみ 西本 泰之 人道 昌恵

園畠 真美 境 ほのか 堤  姫璃 山岡 昭三

大溝 誠子 清水 譲二 長津 勝磨 河田 純子


